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附　

小
高
神
社
本
殿
下
（
上
村
古
墳
群
）　

発
掘
調
査
報
告
書
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例　
　

言

一
．
本
書
は
、
千
葉
県
袖
ケ
浦
市
滝
の
口
四
四
九
番
地
に
所
在
す
る
上
村
古
墳
群(

遺
跡
コ
ー

ド:

Ｓ
Ｇ
一
〇
八)

の
発
掘
調
査
報
告
書
で
あ
る
。

二
．
発
掘
調
査
は
平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
三
日
か
ら
同
年
五
月
二
十
五
日
ま
で
行
い
、
整

理
作
業
を
平
成
二
十
五
年
四
月
十
五
日
か
ら
四
月
二
十
六
日
ま
で
袖
ケ
浦
市
教
育
委
員
会

が
行
っ
た
。

三
．
発
掘
調
査
は
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
班　

桐
村
久
美
子
・
田
中
大
介
・
前
田
雅
之
が
行

　

い
、
整
理
作
業
お
よ
び
本
書
の
執
筆
・
編
集
は
、
桐
村
が
行
っ
た
。

四
．
本
書
で
使
用
し
た
地
形
図
は
、
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　

第
１
図　

国
土
地
理
院
発
行　

二
五
，
〇
〇
〇
分
の
一
地
形
図　

「
木
更
津
」
「
上
総

横
田
」

　
　
　

第
２
・
３
図　

袖
ケ
浦
市
教
育
委
員
会　

平
成
二
十
一
年　

上
村
古
墳
群
地
形
測
量

　
　

図

五
．
今
回
の
調
査
に
伴
う
記
録
図
書
類
や
写
真
類
及
び
出
土
遺
物
は
、
袖
ケ
浦
市
教
育
委
員

　

会
で
保
管
し
て
い
る
。

六
．
挿
図
の
縮
尺
は
各
図
に
明
記
し
、
方
位
は
座
標
北
と
し
た
。
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序
章　

調
査
に
至
る
経
緯

　	
	

解
体
後
の
小
高
神
社
本
殿
下
か
ら
基
壇
が
発
見
さ
れ
た
と
の
報
告
を
受
け
、
発
掘
調
査
の

実
施
に
至
っ
た
。
現
本
殿
が
建
設
さ
れ
た
と
さ
れ
る
江
戸
期
の
前
時
代
の
建
造
物
遺
構
の
検

出
、
現
本
殿
の
江
戸
期
等
に
お
け
る
覆
屋
の
有
無
お
よ
び
小
高
神
社
鎮
座
以
前
に
古
墳
が
存

在
し
た
か
否
か
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
も
あ
っ
た
。

　
　

第
二
章　

周
辺
の
遺
跡

　	
	

小
高
神
社
が
位
置
す
る
標
高
約
六
十
三
ｍ
の
台
地
上
に
は
上
村
古
墳
群
が
展
開
し
、
円
墳

十
二
基
が
現
存
す
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
古
墳
の
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
詳

細
は
不
明
で
あ
る
。
平
成
二
十
一
年
度
に
神
社
の
改
築
に
伴
っ
て
小
高
神
社
境
内
の
発
掘
調

査
を
実
施
し
て
い
る
が
、
古
墳
の
周
溝
等
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
上
村
古
墳
群
は
、
平
成

二
十
一
年
度
に
袖
ケ
浦
市
教
育
委
員
会
が
、
測
量
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

小
高
神
社
の
神
職
を
代
々
務
め
た
筑
紫
家
の
屋
敷
跡
で
あ
る
神
社
北
側
は
、
縄
文
時
代
中
・

後
期
の
遺
跡
で
あ
る
大
作
遺
跡
が
広
が
り
、
さ
ら
に
北
側
に
は
大
作
古
墳
群
が
所
在
す
る
。

平
成
二
十
一
年
度
の
小
高
神
社
境
内
確
認
調
査
の
際
、
大
作
遺
跡
か
ら
連
続
す
る
神
社
境
内

北
側
の
ト
レ
ン
チ
で
縄
文
時
代
後
期
～
晩
期
と
推
定
さ
れ
る
竪
穴
住
居
を
確
認
し
、
複
数
の

ト
レ
ン
チ
か
ら
縄
文
土
器
が
出
土
し
た
。

大
作
古
墳
群
は
、
本
来
上
村
古
墳
群
と
は
一
つ
の
群
を
構
成
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
円
墳
６
基
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
う
ち
１
・
２
号
墳
は
五
世
紀
終
末

に
比
定
さ
れ
、
１
号
墳
か
ら
は
鉄
鉾
・
刀
・
刀
子
・
鉄
鏃
等
の
鉄
製
品
が
多
く
出
土
し
、
２

号
墳
か
ら
は
ガ
ラ
ス
小
玉
・
管
玉
等
が
出
土
し
て
い
る
。
六
世
紀
中
頃
～
後
半
と
考
え
ら
れ

て
い
る
３
号
墳
か
ら
は
、
耳
環
・
刀
子
、
須
恵
器
の
大
型
壺
と
坏
等
が
出
土
し
て
い
る
。
周

辺
は
大
作
古
墳
群
同
様
に
、
祝
崎
古
墳
群
・
四
留
作
第
一
古
墳
群
等
、
古
墳
群
の
始
ま
り
が

５
世
紀
代
に
遡
る
古
墳
群
が
多
く
所
在
し
、
上
村
古
墳
群
の
性
格
を
考
え
る
上
で
参
考
と
な

る
も
の
は
多
い
。
ま
た
、
上
村
古
墳
群
の
西
側
に
は
上
谷
田
古
墳
群
・
大
作
Ａ
古
墳
群
・
大

作
Ｂ
古
墳
群
・
馬
場
作
古
墳
群
が
所
在
し
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
平
成
十
九
年
に
袖
ケ
浦
市

教
育
委
員
会
が
確
認
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　

上
村
古
墳
群
の
北
側
に
は
椿
古
墳
群
、
南
側
に
は
滝
の
口
向
台
遺
跡
・
滝
の
口
向
台
古
墳

群
が
所
在
す
る
。
椿
古
墳
群
は
木
更
津
市
と
袖
ケ
浦
市
と
の
市
境
に
ま
た
が
っ
て
展
開
す
る

古
墳
群
で
前
方
後
円
墳
四
基
を
含
む
六
十
五
基
以
上
か
ら
な
り
、
こ
れ
ま
で
に
三
十
六
基
の

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
椿
古
墳
群
第
３
号
墳
は
古
墳
時
代
前
期
の
方
墳
で
、
二
基
の

埋
葬
施
設
の
う
ち
中
央
の
第
一
主
体
部
か
ら
鉄
製
槍
・
剣
・
銅
鏃
・
管
玉
・
ガ
ラ
ス
玉
が
出

土
し
て
い
る
。
ま
た
、
墳
丘
裾
部
か
ら
、
東
海
地
方
東
部
の
大
廓
式
の
大
型
壺
が
出
土
し
て

い
る
。
第
３
号
墳
の
調
査
時
に
は
、
第
３
号
墳
以
外
に
十
基
の
古
墳
が
調
査
さ
れ
て
い
る
が
、

他
は
す
べ
て
後
期
の
古
墳
で
、
う
ち
一
基
が
前
方
後
円
墳
、
ほ
か
は
円
墳
で
あ
る
。
前
方
後

円
墳
の
第
８
号
墳
か
ら
は
、
二
つ
の
小
環
を
伴
う
鉄
釧
が
出
土
し
、
第
９
号
墳
か
ら
は
銀
象

眼
鍔
直
刀
が
出
土
し
た
。
他
の
古
墳
も
勾
玉
・
ガ
ラ
ス
玉
・
直
刀
・
刀
子
・
鉄
鏃
・
須
恵
器
・

土
師
器
等
、
遺
物
は
豊
富
に
出
土
し
て
い
る
。

　

滝
の
口
向
台
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
早
期
・
中
期
～
晩
期
、
弥
生
時
代
、
古
墳
時
代
前
期
～

後
期
の
包
蔵
地
と
し
て
周
知
さ
れ
た
遺
跡
で
、
台
地
の
東
端
部
分
は
（
財
）
千
葉
県
文
化
財

セ
ン
タ
ー
に
よ
り
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
縄
文
時
代
竪
穴
住
居
、
弥
生
時
代
中
期
方
形
周
溝

墓
・
環
濠
・
平
場
遺
構
・
土
坑
、
弥
生
時
代
後
期
竪
穴
住
居
・
土
坑
墓
・
環
濠
、
古
墳
時
代

前
期
古
墳
、
古
墳
時
代
後
期
土
坑
墓
を
検
出
し
、
旧
石
器
時
代
・
平
安
時
代
・
中
世
の
遺
物

も
出
土
し
て
い
る
。
台
地
の
北
端
は
、
小
高
神
社
の
南
側
に
神
社
と
谷
を
挟
ん
で
向
か
い
合

う
位
置
に
あ
る
。
こ
こ
で
昭
和
初
期
に
子
持
ち
勾
玉
・
滑
石
製
紡
錘
車
・
双
孔
円
盤
・
臼
玉
・

石
鏃
な
ど
が
採
集
さ
れ
て
お
り
、
発
掘
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
の
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、

祭
祀
遺
跡
と
し
て
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

滝
の
口
向
台
古
墳
群
は
、
滝
の
口
向
台
遺
跡
内
に
あ
る
古
墳
時
代
前
期
の
古
墳
群
で
、

十
六
基
以
上
が
存
在
し
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
全
貌
は
不
明
で
あ
る
。
先
述
の
滝
の
口
向
台

遺
跡
調
査
の
際
に
方
墳
四
基
と
円
墳
一
基
の
発
掘
調
査
と
二
基
の
測
量
調
査
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
う
ち
、
測
量
調
査
の
み
が
実
施
さ
れ
た
８
号
墳
は
、
全
長
五
十
ｍ
・
高
さ
五
ｍ
の

前
壇
付
上
円
下
方
墳
で
、
こ
の
８
号
墳
を
中
心
に
大
小
の
方
墳
が
と
り
ま
く
よ
う
な
構
成
と

な
っ
て
お
り
、
椿
古
墳
群
第
３
号
墳
と
と
も
に
小
櫃
川
流
域
の
古
墳
時
代
出
現
期
を
考
え
る
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第１図　周辺の遺跡（1：30,000）

１．上村古墳群

２．大作遺跡

３．大作古墳群

４．上谷田古墳群

５．大作Ａ古墳群

６．大作Ｂ古墳群

７．滝の口向台古墳群

８．椿古墳群

９．横田郷遺跡

10．四留作第１古墳群

11．四留作第２古墳群

１小高神社

７

６

５

４
３

10

11

８

９

２
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第２図　上村古墳群測量図

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｃ

５号塚

４号塚

０ (1:1000) 50ｍ

１号墳

２号墳

３号墳

４号墳

５号墳

６号墳

７号墳

３号塚

２号塚

１号塚

上村古墳群

上村塚群

（１ ： ２０００）

X=‑68400
Y
=
1
5
6
0
0

Y
=
1
5
7
0
0

X=‑68500

X=‑68600

X=‑68600



102第３図　小高神社本殿周辺図

Ｔ１

Ｔ２

基壇石組

Ｔ３
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上
で
重
要
な
古
墳
群
で
あ
る
。

　
　

第
三
章　

調
査
の
方
法
と
概
要

　　

本
殿
下
か
ら
石
組
の
基
壇
が
発
見
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
基
壇
に
つ
い
て
は
新
本

殿
の
基
礎
と
な
る
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
た
め
、
大
き
く
破
壊
す
る
こ
と
は
避
け
、
一
部
の

ト
レ
ン
チ
調
査
を
基
本
と
し
た
。
ト
レ
ン
チ
は
、
計
三
か
所
設
置
し
た
（
第
４
図
）。
弊
殿
か

ら
本
殿
に
か
け
て
分
断
す
る
ト
レ
ン
チ
を
Ｔ
１
、
本
殿
前
に
設
置
さ
れ
て
い
た
二
基
の
礎
石

を
通
る
ト
レ
ン
チ
を
Ｔ
２
、
本
殿
東
側
の
ト
レ
ン
チ
を
Ｔ
３
と
し
た
。
ト
レ
ン
チ
に
よ
る
遺

構
確
認
面
は
ソ
フ
ト
ロ
ー
ム
上
面
と
し
た
。
全
体
で
六
㎡
／
四
十
二
㎡
の
確
認
調
査
で
あ
る
。

　

基
壇
内
に
つ
い
て
は
、
表
土
で
あ
る
砂
層
を
除
去
し
、
遺
構
の
有
無
を
確
認
し
た
。
本
殿

周
囲
に
つ
い
て
は
、
雨
落
お
よ
び
旧
覆
屋
の
痕
跡
を
確
認
す
る
た
め
、
一
部
表
土
を
除
去
し

て
調
査
を
行
っ
た
。

　

調
査
の
写
真
撮
影
は
、
三
十
五
mm
モ
ノ
ク
ロ
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
と
カ
ラ
ー
リ
バ
ー
サ
ル
フ
ィ

ル
ム
を
主
と
し
て
使
用
し
、
補
助
的
に
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
用
し
た
。
遺
構
の
測
量
は
平

板
を
用
い
て
い
る
が
、
基
準
点
測
量
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
既
存
の
建
物
等
に
平
面
図
を

合
わ
せ
た
。

　　

一
．
基
壇
石
組

一
．
基
壇
石
組

　

基
壇
石
組
は
長
軸
三
・
二
〇
ｍ
、
短
軸
二
・
一
八
ｍ
で
十
二
個
の
長
方
形
の
切
石
（
土
台
石
）

が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
切
石
は
す
べ
て
同
じ
寸
法
で
は
な
く
、
大
き
い
も
の
で
長
さ
一

ｍ
、
幅
四
十
cm
（
石
⑪
）
、
小
さ
い
も
の
で
は
長
さ
五
十
cm
（
石
⑦
）
、
幅
も
狭
い
も
の
で
は

三
十
六
cm
（
石
⑩
）
と
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
切
石
の
厚
さ
も
二
十
cm
か
ら
十
五
cm
程
度
と
、

均
一
で
は
な
い
。
切
石
の
上
面
は
平
ら
で
、
す
べ
て
の
石
が
同
一
レ
ベ
ル
に
な
る
よ
う
に
設

置
し
て
あ
る
が
、
切
石
の
底
は
平
ら
で
は
な
く
、
概
ね
基
壇
内
周
側
よ
り
も
外
周
側
の
ほ
う

が
厚
く
な
っ
て
い
る
。
中
央
に
向
か
っ
て
盛
り
上
が
っ
て
い
る
地
形
に
合
わ
せ
た
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、
納
得
の
い
く
構
造
で
あ
る
。

石
組
は
、
石
①
か
ら
時
計
回
り
に
行
っ
て
お
り
、
最
後
の
石
⑫
は
、
石
①
と
合
う
よ
う
に

削
っ
て
形
を
整
え
て
い
る
。
石
組
に
か
か
る
土
の
中
に
は
白
色
粘
土
と
砂
利
を
含
ん
だ
土
で

硬
く
締
め
て
い
る
部
分
が
見
ら
れ
た
。
切
石
の
設
置
は
、
地
山
の
上
に
玉
砂
利
を
多
く
含
む

土
を
載
せ
、
そ
の
上
に
切
石
を
置
い
て
、
基
壇
内
に
玉
砂
利
を
含
む
土
等
を
敷
き
詰
め
て
行
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
切
石
は
石
①
か
ら
時
計
回
り
に
石
⑫
ま
で
番
号
を
付
け
た
が
、

図
中
で
は
、	

煩
雑
と
な
る
た
め
本
文
に
記
載
の
あ
る
も
の
の
み
表
記
し
た
。

　　

二
．
基
壇
内

二
．
基
壇
内

　

表
土
の
砂
層
中
に
は
玉
砂
利
が
多
く
入
っ
て
い
た
。
こ
の
砂
層
を
除
去
し
た
と
こ
ろ
、
中

央
部
南
寄
り
に
て
、
土
坑
状
の
掘
り
込
み
を
検
出
し
、
精
査
を
行
っ
た
（
Ｓ
Ｋ
０
０
２
）
。

Ｓ
Ｋ
０
０
２
は
楕
円
形
を
呈
し
、
長
軸
〇
・
六
六
ｍ
、
短
軸
〇
・
五
四
ｍ
、
深
さ
〇
・
一
四
ｍ
。

砂
層
除
去
後
の
層
（
第
４
図
土
層
２
）
は
非
常
に
硬
く
締
め
ら
れ
て
い
た
が
、
Ｓ
Ｋ
０
０
２

の
部
分
は
掘
り
ぬ
い
た
よ
う
に
軟
ら
か
く
、
し
ま
り
が
な
か
っ
た
。
基
壇
構
築
後
に
何
か
を

埋
納
す
る
目
的
で
掘
り
ぬ
い
た
も
の
か
と
思
わ
れ
た
が
、
Ｓ
Ｋ
０
０
２
内
か
ら
は
開
元
通
寶

（
第
８
図
１
）
が
一
点
出
土
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。
開
元
通
寶
は
外
径
二
・
四
五
㎝
、
内
径
〇
・

六
五
㎝
、
厚
さ
〇
・
一
〇
㎝
、
重
量
二
・
九
二
㎝
。　

　

三
．
本
殿
前

三
．
本
殿
前

　

礎
石
二
基
が
現
存
す
る
。
西
側
を
礎
石
１
、
東
側
を
礎
石
２
と
す
る
。
礎
石
は
丸
石
で
、

上
面
は
平
ら
で
あ
り
、
墨
で
十
字
が
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
柱
の
当
り
痕
跡
が
明
瞭
に
残
る
。

丸
石
の
下
は
石
の
破
材
を
か
ま
せ
て
固
定
さ
せ
て
い
る
。
Ｔ
２
内
か
ら
は
、
ピ
ッ
ト
が
二
基

検
出
で
き
た
。
Ｐ
１
は
直
径
〇
・
三
四
ｍ
、
深
さ
〇
・
四
五
ｍ
、
断
面
は
逆
円
錐
状
で
底
面
は

狭
い
。
Ｐ
２
は
礎
石
２
の
下
部
か
ら
掘
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
精
査
を
行
っ
て
い
な
い
た
め

詳
細
は
不
明
。

Ｔ
２
か
ら
は
ト
レ
ン
チ
断
面
に
か
か
る
形
で
坏
の
底
部
片
が
出
土
し
た
（
第
８
図
２
）
。

坏
の
底
部
は
回
転
糸
切
を
残
し
、
底
径
五
・
四
㎝
、
残
存
器
高
一
・
四
㎝
。
底
部
の
八
〇
％
程

度
の
残
存
で
、
色
調
は
橙
色
を
呈
し
、
胎
土
に
雲
母
を
多
量
に
含
む
。

　

な
お
、
弊
殿
下
に
あ
た
る
土
は
硬
化
が
見
ら
れ
、
以
前
か
ら
の
弊
殿
の
存
在
を
裏
付
け
る

結
果
と
な
っ
た
。
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本殿裏

Ｂ．褐色砂　玉砂利含む。

①黄色土　しまりあり。

②褐色土　ローム粒（１mm）多く含む。白色粘土粒子・炭化物粒子多く含む。硬く締まってい	る。

③黒褐色土　硬く締まっている。

④暗褐色土　しまりなし。雨落痕跡か。

⑤明褐色土　非常に硬く締まっている。

⑥暗褐色土　白色粘土多く含む。硬く締まっている。基壇４と似る。

⑦黒褐色　しまりなし。

⑧明褐色土　ややしまりあり。

⑨黒褐色土

⑩明褐色土　ローム粒子・炭化物・白色粘土粒・焼土粒子を微量に含む。硬く締まっている。

⑪褐色土　しまりあり。　

⑫暗褐色土　ローム粒子含む。硬く締まっている。

⑬黒褐色土　しまりなし。

Ｌ．明褐色土　ややしまりあり

Ｍ．暗褐色土　ローム粒子含む（ｎより少量）。

Ｍ´暗褐色土　ローム粒子多く含む。しまりあり。

Ｎ．暗褐色土　ローム粒子含む（ｍより多量）。

Ｏ．黒褐色土　しまりなし。

Ｐ．黒褐色土　しまりなし。

Ｑ．黒褐色土　しまりなし。根に浸食されている。

Ｒ．黒褐色土　小ロームブロック（8mm）多く含む。

　ローム粒子・ローム粒多く含む。ややしまりあり。

Ｓ．ソフトローム

（K3）近年の建物の基礎

基壇　

１．褐色砂　基壇表土。玉砂利を多く含む。

２．暗黄褐色土　白色粘土多く含み、硬く締まっている。炭化物・焼土多く含む。玉砂利含む。ローム粒子含む。

３．暗褐色土　玉砂利を多く含む。しまりなし。

４．暗褐色土　３層の一部。白色粘土ブロックを多く含む。

５．暗褐色土　白色粘土粒子・ローム粒子多く含む。しまりあり。

６．褐色土　部分的に玉砂利含む。ややしまりあり。

６´褐色土　白色粘土粒（３mm）、ローム粒子・炭化物粒子・焼土粒子多く含む。硬く締まっている。

７．明褐色　玉砂利少量含む。ローム粒子含む。しまりなし。

８．暗褐色　玉砂利多く含む。しまりなし。

８´暗褐色土　白色粘土粒子・炭化物粒子・焼土粒子多く含む。硬く締まっている。

第４図　小高神社本殿下基壇・トレンチ確認状況図

幣殿下

Ａ．暗褐色土　しまりなし。

Ｂ．褐色砂　表土。しまりなし。

Ｂ´暗褐色土　ローム粒子・玉砂利含む。ややしまりあり。

Ｃ．暗褐色土　硬化している。ローム粒子・ローム粒多く含む。

Ｄ．暗褐色土　しまりなし。

Ｅ．暗褐色土　ローム粒子・ローム粒多く含む。しまりなし。

Ｆ．暗褐色土　ローム粒子・ローム粒多く含む。しまりあり。

Ｇ．暗褐色土　ローム粒子含む。しまりあり。

Ｈ．暗褐色土　ローム粒子・ローム粒含む。

Ｉ．暗褐色土　しまりなし。

Ｊ．暗褐色土　しまりなし。

Ｋ．暗褐色土　しまりなし。

本殿東

１．褐色砂　基壇の表土。玉砂利多く含む。

Ｂ．褐色砂　表土

(1) 白色粘土ブロック

(2) 褐色土　白粘土多く混入。しまりあり。

(3) 暗褐色土　しまりなし。

(4) 明褐色土　色調地山に似るが、しまりなし。

(K1) 覆屋建設による攪乱

(K2) 根による攪乱

白色粘土

切石・礎石

玉砂利を含む土層

硬化面

ピット・落ち込み
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四
．
本
殿
裏

四
．
本
殿
裏

　

現
状
で
は
雨
落
あ
る
い
は
覆
屋
の
痕
跡
と
み
ら
れ
る
遺
構
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
ト
レ
ン
チ
の
断
面
を
観
察
す
る
と
、
現
状
の
硬
化
面
（
第
４
図
土
層
①
）
の
下
部
に

二
面
、
黒
色
土
の
硬
化
面
が
あ
り
（
第
４
図
土
層
③
・
⑨
）
、
あ
る
い
は
前
時
代
に
建
造
物

が
築
造
さ
れ
た
際
の
硬
化
面
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
土
層
④
は
雨
落
の
よ

う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
他
の
土
層
と
の
関
係
か
ら
推
測
す
る
と
、
⑨
層
は
前
時
代
建
物
が

機
能
し
て
い
た
際
の
硬
化
面
の
残
骸
で
あ
り
、
④
層
は
宝
永
築
造
の
本
殿
（
現
本
殿
）
建
設

後
の
雨
落
痕
跡
、
し
か
し
間
も
な
く
本
殿
に
は
覆
屋
が
か
け
ら
れ
、
そ
の
際
に
雨
落
部
分
を

固
め
た
の
が
③
層
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
殿
裏
で
は
、
土
坑
状
の
掘
り
込
み
を
１
基
検
出
し
た
（
Ｓ
Ｋ
０
０
１
）
。
Ｓ
Ｋ
０
０
１

は
楕
円
形
を
呈
し
、
長
軸
〇
・
六
四
ｍ
、
短
軸
〇
・
五
四
ｍ
、
深
さ
〇
・
〇
八
ｍ
と
掘
り
込
み

は
浅
く
、
出
土
遺
物
は
な
し
。

　

ま
た
、
白
色
粘
土
が
広
が
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
っ
た
が
、
本
殿
築
造
と
の
関
連
は
不
明
。

　

五
．
本
殿
東
側
・
本
殿
周
辺

五
．
本
殿
東
側
・
本
殿
周
辺

　

本
殿
東
側
は
基
壇
下
か
ら
白
色
粘
土
の
広
が
り
が
見
ら
れ
た
。
Ｔ
３
を
設
定
し
ト
レ
ン
チ

調
査
を
行
っ
た
が
、
根
に
よ
る
浸
食
が
激
し
く
、
雨
落
・
覆
屋
等
の
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

本
殿
の
周
囲
に
は
、
四
隅
に
礎
石
状
の
置
き
石
が
各
一
個
配
置
さ
れ
て
い
た
。

　

六
．
玉
砂
利
と
礫
石
経

六
．
玉
砂
利
と
礫
石
経

　

基
壇
内
部
の
表
面
は
砂
と
玉
砂
利
が
敷
か
れ
て
お
り
、
本
殿
周
囲
に
も
玉
砂
利
の
散
布
は

見
ら
れ
た
。
ま
た
基
壇
内
部
の
下
層
も
玉
砂
利
を
多
く
含
む
層
が
散
見
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
玉

砂
利
を
採
集
し
、
精
査
し
た
と
こ
ろ
一
部
に
墨
書
が
記
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
、
書
か

れ
て
い
る
文
字
か
ら
一
字
一
石
の
礫
石
経
で
あ
る
と
判
断
し
た
（
第
５
～
７
図
）
。
当
初
、

基
壇
の
内
外
で
し
か
玉
砂
利
を
分
け
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
礫
石
経
の
出
土
位
置
に
つ
い
て

特
定
す
る
た
め
、
基
壇
上
・
基
壇
内
下
層
・
基
壇
周
囲
・
本
殿
周
辺
な
ど
に
分
け
て
玉
砂
利

の
採
集
を
改
め
て
行
っ
た
。
こ
の
際
、
後
の
建
造
物
に
影
響
が
な
い
と
判
断
で
き
た
基
壇
表

面
の
玉
砂
利
に
つ
い
て
は
す
べ
て
採
集
し
た
。
基
壇
内
下
層
に
つ
い
て
は
ト
レ
ン
チ
断
面
か

ら
採
集
で
き
る
ご
く
限
ら
れ
た
数
の
採
集
で
あ
る
。
結
果
、
多
く
の
玉
砂
利
が
敷
か
れ
て
い

た
基
壇
内
表
面
か
ら
は
礫
石
経
は
全
く
検
出
で
き
ず
、
基
壇
内
の
③
層
か
ら
採
集
し
た
玉
砂

利
は
高
確
率
で
墨
書
が
確
認
で
き
た
。
基
壇
周
囲
・
本
殿
周
辺
か
ら
採
集
し
た
玉
砂
利
に
も

経
石
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
出
土
位
置
を
特
定
し
て
採
集
で
き
た
玉
砂
利
は
全
体
の
ほ
ん
の

わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
以
上
の
結
果
か
ら
、
礫
石
経
の
埋
納
は
、
基
壇
の
構
築
に
伴
い
行
わ

れ
た
も
の
で
、
基
壇
の
構
築
途
中
に
埋
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
た
。

　

今
回
、
基
壇
内
の
玉
砂
利
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
ご
く
一
部
し
か
採
集
で
き
て
い
な
い
の

で
、
礫
石
経
の
総
点
数
は
不
明
で
あ
る
。
解
読
を
試
み
た
経
石
は
表
１
に
記
載
し
た
102
点
以

外
に
、
墨
書
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
解
読
が
で
き
な
か
っ
た
石
が
161
点
あ
り
、
採
集
は
し
た

も
の
の
初
見
で
文
字
な
し
と
判
断
し
た
石
は
、
さ
ら
に
そ
の
十
倍
程
度
に
の
ぼ
る
。

　

七
．
礫
石
経
の
内
容

　

七
．
礫
石
経
の
内
容

　

確
認
で
き
た
経
石
は
、
す
べ
て
一
字
一
石
で
あ
り
、
ま
た
断
片
的
な
調
査
で
あ
る
の
で
、

経
典
の
特
定
な
ど
は
難
し
い
。
し
か
し
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
の
本
殿
築
造
に
伴
っ
て

埋
納
し
た
こ
と
が
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
の
事
例
よ
り
、
木
更
津
市
中
尾
遺

跡
群
東
谷
遺
跡
の
礫
石
経
塚
が
参
考
に
で
き
る
。
東
谷
遺
跡
で
は
、
同
一
の
古
墳
の
墳
頂

（
第
９
号
塚
）
と
周
溝
（
２
号
塚
）
に
礫
石
経
塚
が
構
築
さ
れ
、
墳
頂
部
に
は
元
禄
十
一
年

（
一
六
九
八
）
と
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
の
石
碑
が
残
っ
て
い
た
（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ

元
禄
碑
・
宝
暦
碑
と
す
る
）
。
元
禄
碑
に
は
、
元
禄
十
一
年
南
呂
十
二
日
、
上
総
州
望
陀
郡

中
尾
村
寂
照
菴
主
沙
門
不
管
ら
に
よ
り
、
石
に
大
乗
妙
典
を
写
経
す
る
供
養
が
行
わ
れ
た
こ

と
を
示
す
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
宝
暦
碑
は
元
禄
碑
が
倒
壊
す
る
な
ど
し
た
た
め
、
宝
暦

十
三
年
十
一
月
に
再
建
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
元
禄
碑
の
建
立
か
ら
六
十
五
年
後
の

こ
と
で
あ
り
、
人
間
が
一
人
生
ま
れ
て
老
年
へ
と
至
る
だ
け
の
年
月
が
流
れ
て
い
る
が
、
中

尾
村
民
の
礫
石
経
塚
へ
の
信
仰
心
は
消
滅
す
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
た
も
の
と
見
え
る
。
小

高
神
社
の
礫
石
経
も
宝
永
二
年
の
本
殿
築
造
に
伴
う
も
の
と
考
え
れ
ば
、
元
禄
碑
建
立
か
ら

わ
ず
か
七
年
後
で
あ
り
、
同
じ
人
物
が
関
わ
っ
て
い
た
か
、
当
時
こ
の
地
方
に
礫
石
経
埋
納

の
流
行
が
あ
っ
た
も
の
か
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
で
見
る
と
、
東
谷
礫
石
経
塚
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第５図　礫石経実測図 (1)
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第６図　礫石経実測図 (2)
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第７図　礫石経実測図 (3)

第８図　出土遺物実測図
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表１　礫石経観察表
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の
経
石
の
中
に
は
、
小
高
神
社
の
経
石
の
筆
跡
と
似
て
見
え
る
も
の
も
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

文
字
は
判
読
で
き
た
範
囲
で
は
、
是
が
三
個
、
二
・
法
・
諸
・
聞
・
沙
・
月
・
者
・
不
・

徳
？
が
二
個
ず
つ
見
つ
か
っ
て
い
る
が
、
他
は
各
一
個
で
あ
る
（
第
１
表
）
。
筆
跡
を
見
る
と
、

細
い
筆
で
か
な
り
小
さ
な
石
に
繊
細
な
文
字
を
書
い
て
い
る
者
と
、
太
め
の
文
字
で
大
き
め

の
石
を
選
ん
で
書
い
て
い
る
者
が
い
る
の
が
わ
か
る
。
ま
た
、
そ
の
中
間
的
な
者
も
い
る
よ

う
で
あ
り
、
礫
石
経
は
、
三
人
以
上
の
人
物
が
書
い
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。

　

小
高
神
社
は
神
仏
習
合
色
の
強
い
神
社
で
あ
り
、
本
報
告
二
〇
・
二
一
頁
に
も
あ
る
と
お

り
、
烏
天
狗
像
が
残
さ
れ
て
い
る
な
ど
山
岳
宗
教
的
な
一
面
も
持
っ
て
い
る
。
本
殿
の
築
造

に
伴
い
地
鎮
な
ど
の
目
的
で
礫
石
経
が
埋
納
さ
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。

　
　

第
四
章　

ま
と
め

　　

今
回
の
発
掘
調
査
で
は
、
前
時
代
の
小
高
神
社
の
遺
構
は
確
認
で
き
ず
、
覆
屋
の
痕
跡
も

検
出
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
本
殿
が
古
墳
の
上
に
築
造
さ
れ
た
か
否
か
も
確
認
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
基
壇
下
お
よ
び
周
辺
で
散
見
さ
れ
た
白
色
粘
土
は
、
そ
の
分

布
状
況
か
ら
必
ず
し
も
基
壇
の
構
築
に
持
ち
込
ま
れ
使
用
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
部
分
が
あ

り
、
少
量
の
焼
土
や
炭
化
物
も
検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
白
色
粘
土
や
焼
土
等
は
古
墳
や
竪

穴
住
居
等
の
前
時
代
の
遺
構
に
伴
う
も
の
で
、
過
去
の
小
高
神
社
築
造
の
際
に
破
壊
さ
れ
た

と
の
見
方
も
で
き
な
く
は
な
い
。
基
壇
石
組
に
つ
い
て
も
、
地
山
を
平
ら
に
成
形
し
た
後
に

上
面
・
底
面
と
も
に
平
ら
な
切
石
を
使
用
し
た
ほ
う
が
作
業
は
楽
か
と
思
わ
れ
る
が
、
わ
ざ

わ
ざ
底
面
が
斜
め
の
石
を
用
い
て
元
の
地
形
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
設
置
し
て
い
る
の
は

何
か
理
由
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

小
高
神
社
本
殿
の
周
囲
に
は
現
在
で
も
古
墳
が
残
り
、
鎮
守
の
森
は
神
秘
的
な
雰
囲
気
を

醸
し
出
し
て
い
る
。
初
め
て
小
高
神
社
が
鎮
座
し
た
時
に
は
、
す
で
に
聖
域
と
み
な
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
小
櫃
川
を
見
下
ろ
す
高
台
に
建
つ
神
社
は
、
川
を
往
来
す
る
人
び
と
か

ら
は
目
印
と
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
川
を
行
き
か
う
船
の
様
子
も
、
対
岸
の
横
田
地

区
も
一
望
で
き
る
高
台
に
あ
る
小
高
神
社
は
、
単
に
宗
教
施
設
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
味
で
拠
点
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
小
高
神
社
の
北
側
は
神
職
を
代
々

務
め
た
筑
紫
家
の
屋
敷
跡
で
あ
る
が
、
か
な
り
の
面
積
が
あ
り
宿
坊
等
の
機
能
も
備
え
て

い
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
多
く
の
人
が
集
ま
る
こ
と
の
で
き
る
施
設
が

あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

明
確
な
記
載
は
な
い
が
、
小
高
神
社
の
所
在
す
る
滝
の
口
は
近
隣
の
大
鳥
居
・
吉
野
田
・

玉
野
・
宮
田
と
と
も
に
中
世
で
は
菅
生
荘
に
属
し
て
い
た
と
推
測
で
き
、
対
岸
に
あ
る
畔
蒜

荘
横
田
郷
を
監
視
で
き
る
位
置
で
あ
る
と
思
う
の
は
考
え
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

　

小
高
神
社
は
袖
ケ
浦
市
内
で
も
有
数
の
古
社
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
の
詳
細
は
未
知
の
部
分

が
多
い
。
し
か
し
幸
い
な
こ
と
に
、
小
高
神
社
に
は
多
く
の
「
遺
産
」
が
あ
る
。
江
戸
時
代

か
ら
守
ら
れ
、
今
回
修
復
の
行
わ
れ
た
本
殿
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
長
い
間
氏
子
の
手
に

よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
鎮
守
の
森
、
板
絵
等
の
文
化
財
、
行
事
、
古
文
書
、
そ
し
て
氏
子
の

篤
い
信
仰
心
と
誇
り
。
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
調
査
す
る
こ
と
は
、
小
高
神
社
と
滝
の
口
地
区

だ
け
で
な
く
、
周
辺
地
域
の
歴
史
解
明
に
も
有
効
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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	1. 基壇調査状況（南東→）

	3. 基壇調査状況（北西→）

	2. 基壇正面土層（南東→）

	4.SK002 完掘状況（北西→）

	5. Ｔ１断面　基壇部分　（北東→） 	6. Ｔ１断面　基壇部分（北東→）北西端

	7. Ｔ１断面　本殿裏部分（北東→） 	8. Ｔ１調査状況　基壇切石下（北→）

図版１
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	1. 礎石１検出状況（南東→）

	3. 礎石１調査状況（北西→）

	2. 礎石２検出状況（南東→）

	4. 礎石２調査状況（北西→）

	5. Ｔ２調査状況　（北西→） 	6. Ｔ３調査状況（北東→）

	7. Ｐ１調査状況（北西→） 	8. Ｔ３調査状況（南東→）

図版２
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1　是 4　二
3　是2　是 5　二

6　法
7　法

8　沙
9　沙

10　者 11　者
12　聞

13　聞

14　諸 15　諸 16　不
17　不 18　月 19　月 20　徳？ 21　徳？

22　中

32　意31　悔
30　賢

29　調

28　大か六

27　入？
26　書

25　何24　経23　今

37　近36　子35　寺
34　有

33　畢

38　生

図版３

	１．礫石経（１）

	２．礫石経（２）
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39　十

51　眷50　相

49　百48　部47　妙46　修45　衆
44　比

43　聲
42　福

41　耶40　智

55　阿54　樹53　門52　為
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57　慈？
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64　凡？63　威
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61　界
60　佛

59　身58　滅

72　天

56　固

70　薩

69　尽68　五

67　梵
66　肆

65　須

図版４

	１．礫石経（３）

	２．礫石経（４）
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